取扱説明書 

このたびは DX アンテナ製品をお買い上げいたださ、ありがとうございます。 

DX アンテナの製品を正しく理解し、ご使用いただくために、 

ご使用の前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。 

お読みになった後は、いつでち見5れるところに必ず保存してください。 

OIGITTIL _ 

UHF 才ールチヤンネル （ ch . 13〜巨 2) 対応 D 旧卜 

地上デジタル放送用平面アンテナ^ 

[ブースター内蔵、水平•垂直共用、出力750 (F 形座）仕様] 

UAD1800 U 



誤品の特長 


•ブースター内蔵により、当社の地上デジタル放送巧20素子相当平面アンテナに外付けブースターを取り付けた受信システム 
と比較して、より高性能な実力を発揮しまず。 

• 水平、垂直の両偏波受信対応で、 ヶーつ') レ接続’弓 I さ回しび容易な背面出力端子を採用。壁面取付時でち水平偏波受信時の 
可動範囲は左ち各60度で、電波到来ろ向への最適な角度で設置でさます。 

• 出カモニター端子を装備していますので、設置•配線後の方向調整び容易です。 

• 取付金具は、壁面だけでなくマスト（022〜 49 mm ) や角柱 （30 x 30 mm 〜4已 x 4 日 mm ) 、市販のステンレスノじ/ドにを対応 
したを用途設計です。 

• 水平偏波受信、垂直偏波受信、屋外、屋内のそれぞれの設置に対応しています。（付属スタンドを使用した場合、垂直偏波受信 
には対応でをません。） 

•樹脂ケースで覆われたアンテナ部には直接の積雪びなく、性能劣化びかない構造です。 

•取り付けの際に片手でアンテナを支えることびでさる背面の持ち手構造や先端加工不要で抜け落ち防止の防水キャップを採 
用し、取り付けび容易です。 

•付属の電源部はを裕ある電源容量で 、 BS - 1 ] 0度 CS アンテナにも電源を供給でをます。 

• ±壌汚染'大気巧染など環境に影響を与える物質や人体に悪影響を及ぼず物質を使用しない事、消'費電力を削減ずる事など 
厳しい自社基準をク U アーした製品です。 


■ まを上のごを意 

A 

A 記号はま意（危険•警告を含む）を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は警告またはま意）が描かれています。 



S 記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場をは接触禁止）が描かれています。 


〇 

•記号は行為を強制したり指おする内容を告げるむのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は注意して行なってください）が描かれています。 


A ミ 

S 纪 この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負う可能性が想定される 
に三 内容を示していまず。 

• アンテナエ事およびテレビ受信関連工事には技術と経験が必要ですので、お買い上げの販売店ちしくは 
工事店にご相談ください。 

A 

•表术された電源電圧 （ AC 1 日日 V 5日/目日 Hz ) 似列の電圧で使用しないでください。火災*感電の原因とな 

0ます。 

Q 


この製品に接続ずる同軸ケーブルには、テレビ電波!;■(がに電流び流れることびありまず。電源コードや同軸 
ケーブルなどを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に®げたり、ねじったりしないでください。ま 
た、重い它のをのせたり、加熱したり、（熱器具に近づけたり）引っぱったりしないでください。义災•感 
電の原因となりまず。電源コード、同軸ケーブルなどび傷んだときは（む線の露出、断線など）お買い上げ 
の販売店它しくは工事店に交換をご依頼ください。そのまま使用ずると义災-感電などの原因となります。 






A 警告 


この内^を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定される 
内容をおしています。 


• 次のよラな場所には設置しないでください。 

くアンテナ> 

•送配電線、ネオンサイン、電車の架線や電話線などの近< 

アンテナが倒れた場合、感電、斬線の原因となります。 

-人や車両の通行の妨げになる場所 

人がぶつかったり、車両が接触してけがや破損の原因となります。 

•地盤の弱い場所、強度の弱い場所、不安定な場所、ぐ5ついたり振動する場所や傾いた場戸斤 
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 

-煙突の付近や高温になる場所 
火災の原因となります。 

く電源部> 

-屋外、風呂場や洗い場など水がかかる場所や水などの入った容器の近く 
電源部は屋内専用です。火災•感電の原因とな0ます。 

-直射日光の当たる場所や調理台、加湿器のそばなど高温になる場所、油煙や湯気が当たるよラな場所、 
ほこりの多い攝戸斤 
火災や破損の原因となります。 

•強度の弱い場所、不安定な場所、ぐ5ついたり振動する場所や傾いた場所 
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 


Q 



Q 


•設置やお手入れ、点検をする際には、次のことにごを意ください。 

-高所などでは、足場と安全を確保して行なってください。 

落ちたり、すべったりしてけがの原因となります。 

•組み立てや取り付けのネジやボルトは、締め付け力（トルク）に指定がある場含はその力（トルク）で締 
め付け、堅固に固定してください。 

落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 

•風の強い曰や雨、雪、霧などの天候が悪い曰は、危険ですから設置工事やお手入れ、点検をしないでくだ 
さい。 

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となります。 

-アンテナの部品や工具類を高い所から落とさないでください。 

けがの原因となります。 

-アンテナや電源部のケースを開けたり、分解して内部に触れないでください。 

感電やけがの原因となります。内部の点検-調整-修理は販売店わし<は工事店にご依頼<ださい。 
•万一、電源部の内部に水などが入った場合や煙が出たり、変な臭いがする場含は、すぐにこの電源部の電 
源プラグをコンセントか5抜いて、お買い上げの販売店ちしくは工事店にご連絡ください。 

そのまま使用すると火災や感電の原因となります。煙や臭いがなくなるのを確認して販売店ちしくはエ 
事店に修理をご依頼ください。 


〇 

0 

AC 


• 雷が鳴り出した5、アンテナやケーブルには触れないでください。 
感電の原因となります。 


• 雷電源部の取り扱いについて、次のことに注意してください。 

-電源プラグを抜くとさは、必ずプラグを持って抜いてください。 

電源コードを引っぱるとコードが傷つさ、火災-感電の原因となることがあります。 
-めれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電の原因となることがあります。 

-電源部の上や周囲にろラそく打など炎が発生しているちのを置かないでください。 
倒れたりして火災の原因となります。 

-電源部にテーブルク□スを掛けたり、じゅラたんや布団の上に置かないでください。 
内部に熱がこわり、火災の原因となります。 


縣 

〇 


A 注意 


この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が想定される内容および 
物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


•台風の後や積雪の後などは、アンテナや取付装置に緩みや異常が生じることがあります。そのままにする 
と破損したりして、けがや故障の原因となることがあります。点検はお買い上げの販売店または工事店に 
ご依頼ください。 

• アンテナや取付装置などに洗濯物や化の物品を掛けたりしないでください。 

電源部の上に秉5ないでください。 

倒れたり、破損したりして、けがの原因となることがあります。 


■マンションやアパートなどによっては、取り付けに規制のあるところがあります。管理組合、管理事務所、 
自治会などに必ずご確認のうえ、取り付けてください。 


A 

显 
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お取扱いの前に 


•組み立て、取付作業は、この取扱説明書をよくお読みのラえ行なってください。 

• 強風の時や、雨や雪など天候の悪いとさは危険ですから、取付作業は行わないでください。 

•アンテナを落としたり、ぶつけたり、お理な力を加えることのないようを意してください。 

•壁面やマスト、ベランダ等に取り付ける場合、設置場所の強度にを意し、また長期にわたり台風などの強風に耐えるよ 
うに強固に固定し、落下、転倒しないよう安全性と信頼性を十分に考慮してください。 







•このアンテナは壁面に取り付けるだけでなく、付属品のマスト押え金具を使用して¢22〜4日 mm のマストや 30 x 30 mm 〜4已 X 
4已 mm の角柱に取り付けることびできます。市販のステンレス；（ンドを使用すると、 05 Omm じ(上のマストにも使用できます。 

• 付属のスタンドを利巧して屋内に設置することをでさます。（水平偏波受信のみ） 


〈アンテナの組立完成図〉 



壁面取付 マスト取付（角柱取付）ベランダ格子取付 ステンレスバンド取付 スタンドでの設置 

平面アンテナの設置作業をはじめる師こ、受信ずる電液の到来ち向を確認して、受信でをる設置場所をお選びください。 

接続例は巳ぺージをご覧ください。 


夏信偏波とアンテナの向き ■ 


受信する電波の偏波面に合わせてアンテナの取付ち法を下図のよラに変えてください。（出荷時は水平儒波受信用とな 
つています） 


アンテナ本体の出力端子び斜め 
下向さになるよラに取り付けて 
ください。 


〈アンテナの向を〉 
水平偏波受信き直偏波受信 



〈垂直偏波を受信ずるとき〉 

①アンテナ本体の背面に付いている取付金具を付属のスパナを用いて一度取 D はずし 
ます。 



出力端モ 


③アンテナ本体の向さを90度回転させてから、はずした取付金具を付け直します。このと 
き取付金具のボルト頭び上側に、出力端子び斜め下向きになるように取り付けてください。 


受信ち向 
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平面アンテナを取り付ける前に、電波び受信でさることをあらかじめご確認ください。 

-屋か設置- 

はじめに、付属の壁面•マスト取付金具を固定し、その後アンテナ本体を取り付けます。 


〈壁面に取り付ける場合〉 

① 市販の木ネジなど2本をネジ頭び 3 mm 
程度出た状態に取り付けます。 

② 木ネジに付属の壁面マスト取付金具を引つ 
掛け、木ネジを締め付けます。 

③ 他①巧も利用して、壁面 • マスト取付金具 
を已か巧じ(上木ネジなどで壁面に強固に 
固定します。 

壁面-マスト取付金具の木ネジ巧ピッチ図 
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* 印と**印の取付巧は六角ボルト M 日用でず。 


(を）十分な強度のある壁面に 
取り付けてください。 


※イラストでは板壁と木ネジで説明していますび、取付金具の巧に合ラ、壁面の材 
質に適したネジ類をご使用ください。詳しくは工務店にお問い合わせください。 


〈マスト/角柱に取り付ける場合〉 

図のように、付属のマスト巧え金具と壁面マスト 
取付金具とでマストを挟み込み、六角組肋レト ( M 日） 
2本で左ち均等に締め付け固定します。 



直径22〜 49 mm のマスト、 30 x 30 mm ~4 己 
X 4己 mm のち柱に取り付けることびでをます。 
イラストはマストで代用していますび、ち柱の 
場合わ同様に取り付けてください。 


〈ベランダ格子に取り付ける場合〉 

図のように、ベランダ格テの太さ直径22〜 49 mm 、 
または 30 x 30 mm 〜4己 X 4 己 mm の角柱部分を壁面 
マスト取付金具とマスト押え金具とで挟み込み六角組 
ボルト （ M 6) 2本で左ち均等に締め付け固定します。 


ベランダ格テ 

壁面-マスト 
取付金具 


六角組ボルト （ M 日) 
2本 


マスト押え金具 
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〈市販のステンレスバンドで取り付ける場合〉 〈アンテナ本体を壁面•マスト取付金具へ取り付けるちま〉 


図のステンレス J (ンド用巧4か所にステンレスパ' 
ンドを吕本かけてマストに固定します。 



適合ステンレスバンド幅： 20mm しソ下 


①先に取り付けた壁面 • マスト取付金具の上下巧に平面アンテナ背面 
の取付金具の上下巧を合せます。両方の金具び平行になるよラに 
アンテナ側取付金具を差し込みます。 


②下側の穴どうしびはまったところで、六角組ボルト （M 1 0) を上側の 
巧から通して付属のスノ V’ナで仮止めします。 



屋内設置 


〈スタンドの取付け〉 


⑦まず、アンテナ本体に付してし、る取付金具をはずします。 
金具固定ボルト4本を付属のス；（ナでゆるめて、取付金 
具全体を取りはずしてください。（取付金具は保管してお 
いてください。） 


②図のよラに、アンテナ本体底面のスタンド取付部び付属の 
スタンドのガイドにおうよラに、アンテナの背面側からはめ 
込みます。スタンドはストッパーびカチッとはまるまで奥 
に入れてください。 




〈スタンドの取りはずし〉 

スタンドをはずすときは、スタンド底 
面の突超をアンテナ側に巧してください。 
突起を押しなびらスタンドをアンテナ 
背面側にず6すとストツノく一びはずれて、 
スタンドをアンテナからはずすことび 
でさます。 


アンテナの正面側 




4 











平面アンテナの接続例 


〈接続例と手順〉 

①アンテナ本体と付属の電源部、地上デジタル放送チューナーまたはテレビを同軸ケーブル（別売）で接続します。電源部の 
「ブースタへ」にアンテナの出力端子側同軸ケーブルを、「テレビへ」に地上デジタル放送チューナーまたはテレビ側同軸 
ケーブルを接続してください。アンテナと電源部の間に分配器等を接続する場合は、通電仕様の機器を使用し、電源部は 
通電端テに接続してくださし、。 

③レベルチェッカーを使用する場合はアンテナ本体のモニター端テに接続してください。 

チェッカーを使用しない場合は、 i 也上デジタル放送チューナーやテレビのアンテナ設定等でアンテナレベルを確認できるよう 
にしてください。（詳しくはご使用の地上デジタル放送チューナーやテレビの取扱説明書をご覧ください。） 

• アンテナ本体のモニター端テ側に同軸ケーブル（別売）でレベルチェッカー等を接続して出カレベルを測定でさます。こ 
の端子では実際の受信レベルより約 20 d 日ほい値でモニター出力されます。 

③受信レベルび最大になるよラにアンテナのち向を調整してください。 

詳細はを項目をご覧ください。 _ 



《BS . 110度 CS アンテナを設置する 
場合にち付属の電源部か5電源を巧給 
することびでさます。 


同軸ケーブルを屋内へ弓 I を込むには 
配管ダクト（クーラー舟を利用する 
か窓のずきまを通すフラットケーブ 
ル(別売)を使巧すると便利です。 


配管ダクト 



'同軸ケーブル 


フラットケーブル 



UHF.VHF ■ 



- • — 

入力端テ： 

， CS / BS-IF 

レベル 

ム 

；入力端モ 

チェ ツカ ー 

DC+15V '■ 





防水キャップ 
(付属品） 

□C+1 已 V 


r 屋内 I 

DC+1 已 V 


同軸ケーブル(別売） 
链 3) 


分配器 
健-]- )1 



地上デジタル 
放送チューナー 
(別売） 


通雲端子 


電源部 
(付属品） 


地上デジタル放をチューナ ー 
内蔵テレビ(別売） 


テレビ 
側売） 


アンテナ出力端子へ 

(ま1 ) 混合器や分配器は両端テ通電仕様をお使いください。 


链 2) 旅行などで長期間テレビを見ないときは、電源部のプラグ 
を AC 1日 OV コンセントから巧いてください。 

(注 3) 電源部とチューナー•テレビの間に FM / VHF ’ UHF 、 
BS / CS - IF 分波器が必要な場合びあります。 


アンテナ本体への同卽ケーブル（別売）の接続方ミ去 


〈屋内で使用する場合〉 

•屋内で使用する場合は、付属の防水キヤップを使用する必要はありません。 
•別売の F 形接を加工済の同軸ケーブルをアンテナ本体の出力端子に接続して 
使用してください。 

(を）差込式フラグの場合、長期間使用すると自然に抜け落ちる 
ことびありますので、時々接続状態をたしかめてください。 


〈屋外で使用する場合〉 

•同軸ケーブルはでさるだけ 4 C または已 C ケーブルのご使用 
をお勧めいたします。接をは同軸ケーブルに合わはた製品 
を別途お買いホめ < ださい。 

① 防水キャッフ（付属品）は同軸ケーブルの先端を加工する前に通 
しておいてください。（周囲びほ温時等、ケーブルを通しにくい 
場合は強く巧し込んでください） 

② 同軸ケーブル先端に F あ接をを取り付けた後、アンテナ本体 
背面の出力端子にしっかりとお実に接続してください。 

(接栓締付トルク 2 N • m ) 

③ F あ接栓をアンテナ本体に接続した後、防水キャップ（付属 
品）をアンテナ本体の防水キャップ溝の奥まで確実に差し 
込んで接を部を雨水などからカバーしてください。 
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防水キャップ（付属品）使用時の同軸ケーブルとおをの接続方ミ去 



<電源部の坂壁への取付> 

• 電源部は据え置さするだけでなく、底面の壁掛用 
木ネジ巧を利用して、図のよラに柱または板壁に 
取り付けることびでさます。 

また、縦ち向にち同じネジ巧の間隔で取り付ける 
ことびでをます。 


<電源部と同軸ケーブルの接続> 

• アンテナ側の同軸ケープ j しを電源部の r ブースタへ」 
に、テレビ•チューナー側の同軸ケーブルを「テレビ 
へ」に接続してください。 

•電源プラグを AC 100 V コンセントに接続することで、 
電源び ON となり、電源確認用ランプび緑色に点打 
します。電源プラグをコンセントに差し込んだとさは、 
ぶ、ず電源確認用ランプの点巧を確認してください。 


<ごを意> 

• この電源部には電源スイッチはありません。万一、 
煙び出るなど異南び生じた5、ただちに電源プラグ 
を巧いてください。 

• アンテナやテレビ、チューナーへのケーブルを接続 
を、電源プラグを AC 1 00 V コンセントに差し込み電 
源を ON してち、電源確認用ランプび緑色に点打し 
ない場合、 F 形接を加工不良などによるショートの 
可能性びあります。ただちに電源プラグを抜さ、接 
続を確認して < ださい。 


•同軸ケーブルの先端を加工する場合、む線-編組に傷をつけたり上記加工！;<(外の加工をすると断線やショート、機器の 
破損の原因になりますのでごを意ください。またむ線と編組は、絶対に接軸しないよラごを意ください。 

• 接栓を取り付けた同軸ケーブルのむ線は、曲びっていないかを確認し、曲げないように接続してください。 

* 設置した後で抜けたりしないよラに、同軸ケーブルの U ングはしっかりと締めてください。 

• 接続する同軸ケーブルの接栓の取り付けは、その同軸ケーブル専用の接栓を説明書通り加工してご使用ください。特殊 
な加工をしたちのを使用すると特性の悪化や機器の破損につながります。 


〈 F - 己 SN 接お（別売）への同卽ケーブル（別売）の接続方法〉 

已 C 相当同軸ケーブルに F - 已接を（已 C 同軸ケーブル用接を）を取り付ける場合の加工例です。 


この電源部からは 、 BS • ] ]0度 CS アンテナ用に 
電源を供給でさます。 

接続しているチューナーやテレビのアンテナ設定では 
「アンテナ電源を供給しない」にしてください。 


電源部の設置と同軸ケーブル（別売）の接続方法 


本体へ接続後接栓を防水 
キヤツブ(付属品)でカバ—する 



U ングをペンチ等ではさんで 
締める 



、じ X 中むコンタクトを 
みコむ撼にかぶせます 

nM_AUI*n^9MU 



む線を I I ツバで斜めにカットする 



防水キャッフを 
同軸ケ—ブルに通しておく 


良ィン] 






平面アンテナのち向は、実際に電波を受信して、レベルチェッカーまたは地上デジタルチューナー内蔵テレビや地デジチューナーの 
アンテナ設定等を確認しなびら、 C / N 値や受信レベルび最大になるように調整します。まず、アンテナ本体の出力端子、電源部、化 
上デジタルチューナー内蔵テレビや地デジチューナーの入力端子をそれぞれ別売の同軸ケーブルで接続してください。 

レベルチェッカーを使用する場合は、アンテナ本体のモニター端子に接続してください。 

〈地上デジタルチューナー内蔵テレビや地上デジタルチューナーを使用する場合〉 


①アンテナ本体の出力端子と付属の電源部、地上デジタル放送チューナーまたはテレビを同軸ケーブル（別売）で接続します。 
必要に応じてアンテナと電源部の間に分配器などを使用する場合は、おず電源部は使用機器の通電端テに接続してくだ 
さい。電源部は、アンテナ本体の出力端子側同軸ケーブルを r ブースタへ」に、「テレビへ」に地上デジタル放送チューナー 
またはテレビ側同軸ケーブルを接続しますび、電源プラグはまだコンセントに差し込まないでくださし、。 



②接続び完了してか5電源部の電源プラグを AC 1 00 V コンセントに差し込み電源を ON にして、テレビ画面にアンテナ設定 
等を表示し、アンテナレベルを確認しなびら数値び最大となるようにアンテナの方向を調整します。 （8 ページ参照） 


〈レベルチェッカーを使用ずる場合〉 


①アンテナ本体の出力端子と付属の電源部、地上デジタル放送チユーナーまたはテレビを同軸ケースレ（別売）で接続します。 
必要に応じてアンテナと電源部の間に分配器などを使用する場合は、必ず電源部は使用機器の通電端子に接続してくだ 
さい。電源部は、アンテナ本体の出力端子側同軸ケーブルを r ブースタへ」に、「テレビへ」に地上デジタル放送チューナー 
またはテレビ側同軸ケーブルを接続しますび、電源プラグはまだコンセントに差し込まないでください。 



② アンテナ本体のモニター端子に付いている防水キャップを取りはずし、同軸ケーブル（別売）でレベルチェッカー等を接続し 
ます。 

③ 接続び完了してから電源部の電源プラグを AC 1 00 V コンセントに差し込み電源を ON にして、レベルチェッカーで C / N 値 
や受信レベルを測定します。 

モニター端子は実際の受信レベルより約 20 d 日ほい値び出力ます。 

また、 C / N 値も実際の値より悪く表示されることびありまずび、最大値になるように調整してください。 

④ C / N 値や受信レベルび最大となるようにアンテナの方向を調整します。 （8 ページ参照） 

⑤ アンテナの方向調整び終了すると、レベルチェッカーを取りはずします。 アンテナ本体のモニター端子には防水キャップをしつ 
かりと奥まで取り付けてください。モニター端子は測定用の端子でず。測定 L ソがの用途では使用しないでください。 
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アンテナの方向調整 


電波を受信して、レベルチェッカーまたは地上デジタルチューナー内蔵テレビや地デジチューナーのアンテナ設定等を確認しなび 
ら、受信レベルび最大になるように平面アンテナのち向を調整します。 


〈屋外設置の場合〉 

①ボルト A 、 日をゆるめます 

广 

アンテナの方向調整ずる 
とさは、取付金具に手をは 
さまないようにこの位置 
を持って動かしてください。 


ボルト A 


ボル SB 



② r 取付金具の位置図」を参考 
にして、平面アンテナを左ちに 
動かし、受信レベルび最大に 
なるようにアンテナの角度を 
調整します。 

※壁面に取り付けたとさに調 
整でさるアンテナのち度は 
左ちとちに60度までです。 



③アンテナ側面び壁面から1.巳 
cm な 上 離れていることを確認 
して < ださい。 


④ボルト A ’ B をしっかりと強固に 
固定します。 




六角組ボルト ( Ml 0) 締付トルク 
日〜1 ON.m 


(ま） 

1.已 cm じ Lb 離しまず 


※マストに取付時はマスト押えを具のボルトをゆるめて、 
マスト巧え金具か日アンテナまでの全体を回して角度 
調整ずることちでさます。 



〈屋内設置の場合〉 


窓 




• 屋内で使用する場合は、スタンドを利用して良巧な受信びでさるよラに 
アンテナのち向を調整します。 



窓際などでアンテナの向さをいろいろかえなびら最ち 
良く受信でさるアンテナの向さを探してください。 
屋内に設置して良好な受信びできない場合は、ベラン 
ダなどの屋外に設置することをお勧めします。 


スタンド 
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アンテナの方向調整のつづを 


〈こんなとをは〉 

平面アンテナのち向は、実際に電波を受信して、レベルチェッカーまたは地上デジタルチューナー内蔵テレビや地デジチューナーの 
アンテナ設定等を確認しなびら、受信レベルび最大になるよラに調整します。レベルチェッカーや地上デジタルチューナー内蔵テレ 
ビや地デジチューナーのアンテナ設定のレベル値に異苗びある場合は、次のことをおおかめください。 

受信レベルは日〇 〜 SOdBAzV ( t ニター値:40〜 70 dBAA /) び目まです。アンテナレベルの目まはご使用の地上デジタルチューナー 
内蔵テレビや地デジチューナーの取扱説明書をご覧ください。 


を状 

チェック項目 

巧策 



電源部のプラグを AC ] 日 0 V コンセントに 
差し込んでください。 

レベルチェッカーやチューナー、テレビ 
のアンテナ設定で、レベルが表示されない 

電源部の電源確認用ランプが緑色に点灯して 
いますか？ 

アンテナやテレビ、チューナーへのケーブルを 
接続後、電源プラグを AC ] 日日 V コンセントに 
差し込み電源を日 N してち、電源確認用ランプ 
が緑色に点灯しない場を、 F お接检加工不良 
などによるショートの可能性があります。 
ただちに電源プラグを抜さ、接続を確認して 
<ださい。 


電源部の同軸ケーブル接続は正しいですか？ 

アンテナ本体側の同軸ケーブルは「ブース 
夕へ」に、チューナーやテレビ側の同軸 
ケーブルは「テレビへ」に接続して<ださ 
い。 


アンテナと電源部の間に接続されている機器は 
通電仕様ですか？ 

または電源部は通電端子に接続されていますか？ 

通電仕様の機器に変更ずる、または通電端モ 
に接続してください。 


地上デジタ J レチューナー内蔵テレビや地上デジ 
タルチューナーはアンテナ本体の出力端子側に 
接続されていますか？（間違えてモニター側に 
接続されていませんか？） 

地上デジタ J レチューナー内蔵テレビや地上 
デジタルチューナーは、アンテナの「出力」 

に接続してください。 

レベルチェッカーやチューナー、テレビ 
のアンテナ設定で、レベルが低い 

電波到来方向にアンテナび向いていますか？ 

ご購入店でお住まい地域の送信局を問い合 
せるなど電波到来方向を確認してください。 
近隣の建物等に反射した電波を受信できる 
ことをあります。 

電波到来方向に障害物びありませんか？ 

障害物のない状態で受信して < ださい。 
障害物を避けられない場合でお、アンテナの 
高さを已 0 cm 〜] m くらい変化させると改善 
することがあります。アンテナの設置位置を 
変化させてみてください。 


電波が弱い 

電波が弱すぎる場合は受信でさません。 

レベルチェッカーのレベルがモニター 
端テで8□服料 上 （出力端子で1日日 
d 臣 yv 私上）表示されているが、 C / N 値 
が悪いまたは受信でをない 

チューナーやテレビのアンテナ設定で、 
レベルが高いのに受信状態が悪いまたは 
受信でさない 

電波が強い 

アンテナの向をを電波到来ち向からず5して 
<ださい。 

(《） 


が） 



このアンテナは ブースターを 内蔵 
していますので電波が強すざると 
ブースターが 過入力となり、受信 
不良になることがあります。 

その場合はアンテナの方向を送信 
局か 6 ず! 5 し受信レベルを下げて 
<ださい。 


送信局ち向 
(電波到来ち向) 



送信局方向 
(電波到来ち向) 



////ノンン 


電波び強すざて受信不良 


アンテナの向をを送信局（電波到来ち向) 
か b ず b してみる 
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使用上のごミ主意 


• このアンテナでは VHF ( ch . 1〜1 2) は受信でさません。 

•地上デジタル放さを受信するためには、一定];^上の受信レベルび必要です。電波の弱い場所や周囲に電波を遮ったり、反 
射するような障害物のある場所など受信レベルびほい場所では、地上デジタル放送がまったく受信できないかまたは時々 
ブ□ックノイズびでるなど不安定な受信状態になることがあります。（このアンテナは地上デジタル放送に加え、従来の 
UHF アナ□グ放送も受信巧能です。ただし、アナ□グ放送の受信レベルびほい場所では受信できない場合びあります。） 

• 屋外で設置の場合、アンテナは電波到来方向の障書物をさけるように、できるだけ高い位置に設置してください。（一般的 
にアンテナの設置位置び高くなるほど受信レベルび良くなります。） 

• 屋内で使用していて受信状態び不ま定な場合は、アンテナを屋外に設置してください。 

• アンテナを設置するとさ、ネジ類はスノ（ナなど工具を用いて、しっかりと締め付けてください。 

•アンテナはいつち正しい方向に向いているよラにごミ主意ください。 

• このアンテナにを量に雪が積ちった場合、雪の重みでアンテナが破損する恐れびあります。雪はこまめに仏い落としてくだ 
さい。その際、ま全には十分を意してください。 

•付属品のスタンドは屋内でのみ使用してください。 

•付属品の電源部を他の製品に使用したり、他の製品の電源部をこの製品に使用しないでください。故障の原因となります。 
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規格特性 


かお寸法回 


所 

店 

所 

巧 

所 

所 

pjf 

巧 


TEL . (076) 422-7878 備 
TEL . C 06) 已304-己己已1(巧) 
TEL . (07 吕 ）278 -已311(代) 
TEL . (07 己）382-巨141備 
TEL . (日 78) 已7日-8己己曰(代) 
TEL . (079) 283-己92曰(巧) 
TEL . (082) 2吕7-己331(代) 
TEL (086) 24已 -2 目48(巧) 
TEL (0853)24-2343 (ffi 


TEL . (02 己） 276-2 16巨(巧) 
TEL . (029) 8吕巨-己 34] (巧) 
TEL (043) 253-1 121 ( It ) 
TEL . (054)281-0141 ( ft ) 
TEL . (0 己 3) 461-呂8扫己が) 
TEL . (曰己 2) 9] 9-6 己 3] (巧 
TEL (0263) 吕 7-780] (相 
TEL . (0 已 32) 己7-吕133(代) 
TEL (0 己 9) 226-1 643(が 


TEL . (087) 868- 122吕(巧) 
TEL . (曰8白）白 25-38 吕6 (代) 
TEL の日 2) 54 1-0] 巨8(代) 
TEL . (日日 3) 922-6 日日日(代) 
TEL (09 己) S 42-078 CH 代) 
TEL . (0 日 7) 己04 -77 曰日(代) 
TEL .(0 白巨）32己-0711(代) 
TEL (099) 267-82 11 ( ft ) 
TEL . (0 白 8) 874-巨2曰吕(巧) 

(201 日年5月現在) 


DX アンテナ巧巧舍せ 

本社/〒日 52-0807 神戸巿兵庫区お崎通2蚕1日号 TEL (078) 682-0001 ( ft ) 東京ま社/〒101 -0023 東京都千げ田区神田松をお1日番地秋葉原ビルデインク召 F TEL . (03) 3526-6327 ( ft ) 
カスタマーセンター TEL . (078) 682-0455 受付時間9:30〜12:00/13:0□〜17:0日は曜•日曜•祝日および夏季•年末年始休鴨は除く） 

ホームぺージアドレス http://www.dxantenna.co.jp/ 


TEL (011)822-125 
TEL . (曰1巨扫 ）37 -已83曰(巧) 
TEL , (022) 243-2141 ( ft ) 
TEL . (019)636-1 581 ( ft ) 
TEL (024) 921-7] 31 (代) 
TEL . (03) 3 已吕巨-巳 4 曰吕 ( ft ) 
TEL . (03) 已巨已 4-988] (代) 
TEL (042) 572-49 11 ( ft ) 
TEL . の 4 日）祀 1-2 日己7做 
TEL (048) 已已 2-331] が) 






白 7 


128 


a 


規格は改良により、変更させてし’ 


(単位； mm ) 


〇 



ご 



_ 




(ま 1) 耐風速は破壊風速です。 

く電源部 PSD -4> 」曰下 


<アン了ナ> 


\表 7 J \ による（電源部本体の呈面にを表 TJX しています） 



く電源部> 

_rL_n: 



すこだくことびありますのであらかじめご了承くださし、。 


の 


※この製品を処分するときは、地ち自治体のルールに従って処理してください。 


詳しいお問合せは、もよりの DX 製品取扱店または下記の DX アンテナ各営業所をご利用くださし、 

n (お■宇都宮営業所 TEL の 28) 目 59-1 10日(お-金ミ尺ま店 TEL の7日) 26 1-9 日88(代）■高お営業所 


使用周波数 ( MHz ) 

10-2610 

電 源 ( V / W ) 

AC] 00( 已 0/ 巨 0Hz)/]0 

重畳電源 （ V / mA ) 

DC 1 巳 /700 

入おカインピ-ダンス （ n ) 

7 日 （ F 升さ） 

巧入損失 ( dB ) 

日 .1 〜 1 .日 （1 日 〜] 0 日 OMHz)/ 日 .2 〜 2.4(1 日日日〜 2 目 1 日 MHz) 

使用溫度範囲 rc ) 

—1 〇〜十 40 

夕1お寸法 （ mm ) 

37(H)X120(W)X100(D) 

質 量化旨） 

日 .2 已 


品 る 

地上デジタ j レ放送巧平面アンテナ 

品 番 

UAD 1800 

受信周波数 ( MHz ) 

470〜77日帅.13〜 62) 

偏波 面 

水平または垂直 

インピーダンス （ n ) 

7已 ( F お） 

標準利得 ( dB ) 

アンテナ部:7.已〜日.已、総合:21〜29 

最大出力邮 W ) 

90 

ブースター部雑音指数(犯） 

1.2 

V S W R 

3.0 政下 

前 後 比 ( dB ) 

]己1；|上 

半 値 幅 r ) 

SOOT 

耐 風 速 ( m / s ) 

45姓 1) 

適合マスト径 ( mm ) 

マスト：巧22〜4目、角柱： 30 x 3 日〜 45 X 45 
ステンレスバンド(別売)使用時;が01；(上 

方位角調整範囲 r ) 

±60 (壁面取付時） 

電 源 ( VM ) 

DC 1己/3日 

寸 法 ( mm ) 

526( H ) X 303 ( W ) X ] 28 ( D ) (取付金具含む） 

質 量化邑） 

2.1 (アンテナ部） .1.1 (取付金具） 


業ミ業張業業業業 
ミ営 営 
営 ^出営営^営 

山^九崎分本^縄 
松福化長大熊南ホ 


巧店巧巧店巧店巧巧 


業支業業支張ま業張 


営 


営 出 営出 


山販営都戸路島山陰 
實大贤京神姫広岡山 


巧巧店巧巧店巧巧巧 
業業 ま 業 業す， 業業張 
営営 営営 営営出 
扁城一心岡松目本橋重 
新巧千静お中松豊 I 二 


店所な所所店所所店店 

ま張支張張支^業支ま 
出 出出；^営 東 
幌川北岡山京京摩浜関 
化巧ま盛郡ままタク横北 
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